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自然関連財務情報開示のためのワークショップ
（通称：ツール触ってみようの会）

◼ 自然関連財務情報の開示を目指す企業を対象として、TNFD の大枠の要求事項や、実際の開示作業に活用可能
なツール、その位置づけを理解するためのワークショップを開催。ベーシック編：９月15日、10月31日、アドバンス編：

11月29日、12月19日、１月15日

◼開示の重要性についての投資家目線での講義の後、目線で企業と自然との接点の分析に活用可能なツールにつ
いて利用を実践（主な紹介ツール：ENCORE、IBAT、Aqueduct、Global Forest watch等）。

◼早期の情報開示を目指す企業向けの「アドバンス編」では、エコロジカルフットプリントとLIME3の実践、意
見交換、開示に向けた課題の洗い出しを行った。最終回にはTNFD参画の粟野美佳子氏も登壇し、IRや経営企
画部門の巻き込みが重要であることなどのメッセージ。
◼ アーカイブ動画も公開し、裾野の広がりを狙う。アーカイブ動画・資料→

【第１回（9/15）開催の様子】 参加企業の声
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•自然情報開示の必要性、自然への影響を可視化することの重要性、生物多様性への取組の重要
性について理解できた。
•情報開示に必要なベーシックな情報を網羅的に理解できた。初心者にもわかり易い内容だった。
•このような形で基礎情報を広く共有すると各社の取組が促進されるのでどんどん進めて欲しい。
•使える分析ツールが良く理解できた。ツールの実践などもあり、とても勉強になった。
•一方的ではない実際に手を動かす活動は企業担当者として大変助かる。
•自然関連情報開示の基礎的な内容から、投資家の方目線での貴重なお話を聞くことができ、非
常に勉強になった。
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•評価指標に悩んでいたため、生物多様性の定量評価の手法の解説は、大変参考になった。
•定量評価を行うことで、社内理解を拡げ、さらに事業戦略につなげることがきると感じた。
•良いグループワークが良い理解の促進につながった。
•大変充実した内容で、類似の業務に従事している方とお話しする機会もいただけてよかった。
•ツールを先に使ってみることでそれが完璧なものではないことに気付き、その先にある本質的
な議論や関係者とのヒアリングが大事だと理解することができた。
•他業種の悩み事、アドバイスを聞けたことを含めて、貴重な機会となった。開示に向けた後押
しとして前向きに受け止めている。

https://youtu.be
/T0vJ7synOdU

https://youtu.be/T0vJ7synOdU
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2024年度事業

・気候関連財務情報開示を活かした自然関連財務情報開示モデル支援
・自然関連財務情報開示のワークショップ(通称：ツール触ってみようの会）

自然関連財務情報開示のワークショップ・年2回【12月・1月予定】

昨年の通称「ツールさわってみようの会」同様、自然関連情報開
示のためのマテリアリティ分析手法の説明等ワークショップを実
施。（ハイブリッド実施・中小企業向けの企画も準備予定）
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自然関連財務情報開示のためのワークショップ
（通称：ツール触ってみようの会）

「生物多様性と経済活動」ページはこちら↓
https://www.env.go.jp/nature/business/index.html

https://youtu.be/vvAvIlgL2iA

解説動画のURLはこちら↓

https://www.env.go.jp/nature/business/index.html
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